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10

8 木

9 金
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なわとび週間

なわとび週間　　３年おはなしの会②③

なわとび週間　1年オンライン学習　５年おはなしの会②③

15 木

避難訓練②（地震・津波）

31 土

木22

４年～６年クラブ活動⑤　国際クラブ低５高⑥　ゆとりの日

なわとび週間
新入生保護者対象入学説明会１５：００（体育館）

なわとび週間　　児童下校１４：３０※職員会議のため

1年生きるチカラ学びサポート（体つくり運動）
４年～６年学級裁量⑤　国際クラブ低⑤高⑥　　ゆとりの日

なわとび週間　　学校給食週間（３０日（金）まで）
給食運営委員会　給食自主管理

　　学校閉庁日

　　学校閉庁日

5・6年委員会活動⑤　4年学級裁量⑤　　国際クラブ低⑤高⑥
発育測定（中）　　　　　　ゆとりの日（教職員定時退勤日）

発育測定（低）　４年おはなしの会②③

1年図工科授業研究⑤　　　　　　スクールカウンセラー来校

全学年5時間授業（児童下校１４：３０） ※職員会議のため
給食開始

成人の日　　　　　　　　　　　地域もちつき大会（本校運動場）

予　　　　　　　　定

冬季休業（7日（水）まで）　元日

　　年始休暇

始業式（11：05下校）　　　　　　　　　　　ゆとりの日

発育測定（高）　　　　　　　　スクールカウンセラー来校

新年、あけましておめでとうございます。昨年中は、本校の教育推進にご理解・ご協力をいた
だき、ありがとうございました。本年も、同様のご支援を賜りますよう、よろしくお願い申しあげま
す。
さて、令和８年（２０２６年）の干支は、「午（うま）」年です。その中でも、十干（じっかん）十二支
（じゅうにし）でいえば、６０年に一度といわれる「丙午（ひのえ・うま）」に当たる年です。前回の丙
午は、昭和４１年（１９６６年）でした。昔は、「丙午年生まれの女性は気性が激しく、夫を不幸にす
る」という現代では考えられない迷信が信じられていました。高度経済成長期のベビーブーム
真っただ中だった時期にも関わらず、出生率が前年に比べて２５％も減るという現象が起きてい
ました。
この誤った迷信は、江戸時代に、好きな人に会いたいと思い詰めたお七という女性が火付け
（放火）の罪を犯し、処刑されたと伝わる「八百屋お七」というお話が由来とされています。その
「八百屋お七」が歌舞伎や人形浄瑠璃で演じられ、「お七が丙午年の生まれだった」という設定
が全国で広まったため、丙午の迷信が誕生し、その迷信を信じる人が当時はまだ多く、出生率
が下がる原因となったと言われています。
元来は、丙（ひのえ）は、太陽や火が持つエネルギーを象徴します。また、午（うま）は、動物の
馬から連想される「スピード」「行動力」「社交性」「勢いや力強さ」などの意味があります。
これらの組み合わせから、丙午（ひのえ・うま）には、「情熱とエネルギーにあふれ」「目標に向
かって突き進む」「社交性を高めて、人から人へ思いを伝える」などといった意味を持つと言われ
ます。これまで迷っていたことにチャレンジすると追い風が吹き、物事が良い方向に動くとされま
す。児童・保護者の皆さんや、地域の皆様にとって、良い年になりますようにお祈り申しあげます。

３学期はいよいよしめくくりの学期となります。特に６年生にとっては３月１８日（水）の卒業式を

控えて、卒業遠足や、全校児童で卒業生をお祝いする「卒業を祝う会」、卒業茶話会などの行事

があります。東小路小学校での残り少なくなった学校生活を、一日一日大切に過ごしてもらいた

いです。

また、他の学年も、次の学年に進級するためのステップとして、自覚をもって行動できるように

指導してまいります。

本年も、どうぞよろしくお願いいたします。
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なわとびの準備を
お願いします。


